
町田市スポーツ推進審議会（第2回）

推進の課題 「する人」のために 「観る人」のために 「支える人」のために 主体的な推進者 連携先

①幼児期における身体活動の推進 ①指導者の養成・確保

②親子がスポーツに親しむ機会の提供

④部活の新たな仕組みづくり

学校の芝生化の着実な推進が必要 ⑤校庭の芝生化

ジュニアの育成が求められている

⑦ファミリー･スポーツの推進

⑧健康づくりと連携したスポーツの推進

⑩既存施設の利用基準の検討 ④既存施設周辺市民の理解促進 ･スポーツ振興課

・教育委員会指導課

③市内小・中学校との連携促進

②試合会場・練習会場の優先確保

（１）①公園・緑地等の芝生の整備

（１）②学校施設へのクラブハウスの整備

（１）④スポーツ広場老朽化施設の改修

（１）⑤公園施設のスポーツ利用の拡大

（１）⑦ストリート系スポーツの場の整備

（１）⑨地域特性の把握 （１）②コーディネーターの育成

（１）⑩地域スポーツクラブのモデル事業

（１）（２）①スポーツ施設の大規模改修

（２）①スポーツ施設の有効活用策の検討

（２）④トップスポーツとの交流の活性化 （２）②トップスポーツとの交流の活性化

（２）⑤フットパス協会との連携促進

（２）⑥野津田公園の整備 （２）④野津田公園の整備 （２）⑤野津田公園の整備

（２）⑦市民マラソンの活性化事業 （２）⑤市民マラソンの活性化事業

（２）⑦市民マラソンの公認化

（２）⑧ユニバーサルデザインの推進 （２）⑥ユニバーサルデザインの推進

・スポーツ振興課

・公園緑地課
・スポーツ振興課

・市民マラソン主催者 ・スポーツ振興課

・スポーツ振興課
・営繕課
・福祉総務課

・産業観光課
・町田市観光コンベンション協会
・日本フットパス協会

・スポーツ振興課

スポーツで人とまちが一つになる

・スポーツ振興課

・スポーツ振興課
・ホームタウン協議会

・ホームタウンチーム

・スポーツ振興課
・町田市体育協会

・スポーツ振興課

・スポーツ振興課 ・営繕課

（２）①スポーツ施設の有効活用策の検討 ・スポーツ振興課

・スポーツ振興課
・公園緑地課
・建設部

市内大学・民間企業

・スポーツ推進委員
・スポーツ振興課
・既存の地域スポーツクラブ
・学校開放委員会
・スポーツ広場運営委員会

・教育委員会指導課、校長会
・東京都

・公園緑地課 ・スポーツ振興課

・スポーツ振興課
・教育委員会指導課、校長会
・学校開放委員会
・スポーツ広場運営委員会

（１）（２）②スポーツ施設の仕様利用基準の
見直し

（２）③障がい者スポーツ大会への場の提供

（１）③学校施設以外へのクラブハウスの整
備

（１）①大学・民間との協働によるス
ポーツの場の創出

（２）②ボランティアスタッフが活躍
できる仕組みづくり

（２）①スポーツ団体との情報の共
有化

（２）②スポーツ団体との情報の共有化

（１）⑧道路でのランニング、サイクリング等
スポーツ利用の環境整備

（１）⑥大学・民間との協働によるスポーツの
場の創出

（１）④指導者・スタッフの育成の充
実

（２）⑦スポーツフォーラム活性化による市
民主体のスポーツ施策の導入

（２）⑥ボランティアが活躍できる仕
組みづくり

（２）③町田市観光コンベンション協会等と
の連携促進

（２）④町田市観光コンベンション協
会等との連携促進

（２）③トップスポーツとの交流の活
性化

（２）⑧ユニバーサルデザインの推
進

・スポーツ振興課
・町田市体育協会

・スポーツ振興課
・町田市体育協会

・東京都
・市内大学・民間企業

・町田市体育協会

・ホームタウン協議会
・スポーツ振興課

・ホームタウンチーム

・教育委員会指導課
・校長会

④ホームタウン・チームやアスリー
ト情報の発信力を強化

①スポーツを通じたシティ・プロ
モーションの推進
②集客力向上のための企画・マー
ケティング
③サポーターの拡大

・スポーツ振興課
・町田市体育協会

・教育委員会施設課
・校長会

・スポーツ振興課

・スポーツ振興課
・町田市体育協会

・保健企画課
・スポーツ振興課

・町田市体育協会

・東京都
・町田市体育協会⑤障がい者スポーツ指導員など資

格取得の支援

･高齢者福祉課
・スポーツ振興課

・障がい者福祉課
・スポーツ振興課

⑫シニアスポーツの教室・プログラムの提供

⑬障がい者スポーツの教室・プログラムの
提供

⑤ホームタウン・チームやアスリート情報
の発信力を強化

・障がい者向けスポーツ教室・プログラムサービ
スの提供が求められている
・障害者スポーツ指導員など資格取得者が求め
られている
・高齢者福祉、障がい者福祉施策とスポーツ推
進との連携が求められている

①アスリートのセカンドキャリアや生活支援
のあり方の検討

④イベント集客力向上の支援

・ホームタウンチームやアスリート情報の発信
力、広報力の強化が必要である

⑪障がい福祉と連携したニュースポーツの
推進

②チームと連携して社会貢献活動やイベ
ントへの参加などの拡充

①シティプロモーションを軸とした広報活動
の強化

・産業観光課
・スポーツ振興課
・ホームタウンチーム

・広報課
・スポーツ振興課
・ホームタウン協議会
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運営支援

⑪高齢者福祉と連携したニュースポーツの
推進

・開放等に設定されているニュースポーツ種目
の普及が必要
・施設の状況を踏まえた新たなニュースポーツ
種目を開発・導入が求められている
高齢者向けスポーツ教室・プログラムサービス
の提供が求められている

[１] 環境の整備及び魅力ある地域社会の形成

[２] スポーツを通じた健康の保持及び増進に関する知識の向上

[３] 市、市民等、ホームタウンチームやスポーツ関連団体による相互の信頼の下の連携、協力

国の「幼児期運動指針」に基づいた幼児の体を
動かす運動遊びが求められている

・子育て支援課（地域子育てセン
ター、保育園、幼稚園）

高
齢
期
・
障
が
い
の
あ
る
人

・子育て支援課
・スポーツ振興課

学
齢
期

青
年
期

③子どもの居場所づくりと連携した学童の身
体活動の推進

基本理念
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⑨働き盛りの人のためのプログラムの開発

・複数校合同など部活の仕組みづくりが必要
・部活動外部指導員制度などの拡充が必要

講座としてはあるが、明確に親子を対象にする
施策がこれまでなかった

・働き盛りの人が利用しやすい施設の利用基準
の見直しが必要
・既存施設の利用を拡大に当たり、立地条件や
運営方法、騒音などの課題がある
・夕方以降の時間帯に気軽に取り組める運動プ
ログラムが必要

②ボランティアが継続して活躍でき
る仕組みづくり

・子育て支援課（地域子育てセン
ター）
・児童青少年課（学童保育）

③ジュニア育成のためのサポート
体制

町田市スポーツ推進　施策体系表（案）
目指す姿

⑥ジュニアを対象とするスポーツ教室や大
会等を支援

スポーツ推進委員や地域住民などスポーツ指
導を担う人材の確保が必要
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既存スポーツ施設の有
効活用

・長寿命化の診断結果を基にした総合的かつ計
画的な施設改修が必要
・大会等での利用と一般利用の棲み分けが明
確でなく、利用基準を改正する必要

・公園など学校以外の芝生化が求められている

・地域スポーツクラブのためのクラブハウスの着
実な整備が必要である
・スポーツ広場の老朽化施設の対策が必要

・学校開放、スポーツ広場利用者の固定化が課
題である
・地域スポーツクラブの支援策の周知と設立団
体の掘り起こしが必要
・スポーツ広場のあり方について、学校開放制
度の見直しにあわせて検討が必要
・クラブマネジメントのためのコーディネーターの
育成及びスポーツ推進委員の存在意義や役割
の明確化が必要
・地域スポーツクラブのクラブマネジメントの確立
が必要

・プロスポーツチームとの交流機会を安定的な
活動となる支援が必要
・チームと連携して社会貢献活動の実施やイベ
ントへの参加などの取り組みが必要

交流の活性化

ホームタウンチームの情報発信力・
広報力の強化

・ホームタウンチームとして会場の確保が必要
・スポーツによる地域の活性化が求められてい
る
・ホームタウンチームを応援し、試合を見る人の
拡大が必要

・国体開催後の施設活用について検討が必要
・サッカー・フットサル・ミニバスケットボール等規
格への対応が必要
・大規模イベント時の観戦者用駐車場の検討が
必要

第二次野津田公園整備基本計画に盛り込まれ
た施設の着実な整備が必要

「福祉のまちづくり」の規定に沿って、公共ス
ポーツ施設の改修にあわせ順次ユニバーサル
化が必要

・市民マラソンは、主催者と連携し、参加者数の
拡大を図る必要
・ボランティアスタッフが活躍できる仕組みづくり
の検討が必要

スポーツを軸とする観光振興策の検討が必要

（２）⑨スポーツフォーラム活性化による市民
主体のスポーツ施策の導入

大会の実態や課題の把握が不十分、体協及び
傘下の団体との情報共有の機会が必要

ボランティアスタッフが活躍できる仕組みづくり
が必要

場の提供に留まらず、障がい者の競技スポーツ
大会を中心とした体系的な事業実施が必要
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・常時新鮮な情報を幅広く発信できる仕組みの
検討が必要
・「スポーツフォーラム」を活用し、市民主体でス
ポーツ施策を生み出していくことが必要

（１）⑪地域スポーツクラブに関する情報発
信の仕組みづくり

スポーツ情報発信力の
強化

障がい者スポーツの活
性化

競技スポーツの場の整
備

競技スポーツの連携強
化

・公園担当部署と連携し、ルールや設備等の整
備を進める必要
・大学や民間スポーツクラブとの協働によるス
ポーツの場の提供が課題である
・安全なランニング、サイクリングのためのス
ポーツ利用者のマナーの向上及び歩行者の理
解促進が必要
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・ホームタウン協議会
・町田市観光コンベンション協会

（１）③スポーツ推進委員による地
域スポーツクラブの町田市モデル
の推進
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公共スポーツ施設のユニ
バーサルデザイン化

スポーツ・ツーリズムの
推進

野津田公園の総合的な
整備

広域スポーツのブランド
化

（１）⑫地域施設を活用したプログラムの開
発

顕彰制度・奨励制度等を
通じた交流の活性化

・表敬訪問のあり方や多様な情報発信が必要
・まちだスポーツアウォードの交流の場としての
拡充が必要
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